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概 要

令和２年度は、新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）に振り回され、苦難と忍耐の１年

であった。

この新規感染症は世界各地で猛威を振るい、令和２年度の直前には、同年夏に予定されてい

た東京オリンピック・パラリンピック競技大会の１年開催延期が決定され、損失補償を始めと

する組織委員会との様々な交渉や、大会運営のための諸準備も仕切り直しを余儀なくされた。

また、本センターの営業再開に関しても、同様に１年先送りすることとなり、新規施設の導

入計画、施設設備の維持管理計画、準備スケジュール等について見直しの必要に迫られた。

一方、一般営業については、前年度に続き、会場整備エリア外に位置するパターゴルフコー

スと合宿所サイテルに限定されたが、新型コロナウイルスの感染拡大に起因する「緊急事態宣

言」や伊豆市の「営業自粛要請（宿泊、飲食、観光施設）」等の影響もあって、何れも低調な

結果に終わった。

本年度に実施した主要な事業は、次のとおりである。

〇 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会・伊豆会場開催に向けた関係機

関との連携（大会諸準備、環境整備、機運醸成ほか）

〇 上記大会の受入れに伴う関係機関との協議及び交渉（会場使用協定、損失補償、防火管

理、費用負担、レガシー活用ほか）

〇 一般営業再開に向けた体制の確立と検討・諸準備（組織改正、料金改正、既存施設の維

持管理、新規施設の導入ほか）

〇 施設設備の健全維持（伊豆ベロドローム非常電源装置、５キロサーキット遠方監視装置、

２キロサーキット走路、合宿所サイテル建物及びボイラー設備ほか）

なお、事業の実施に際し、競輪・オートレースの補助事業により建築整備された施設の補修

事業、自転車競技場を中心とした自転車の普及促進のための総合的な施設の補修事業について

は、公益財団法人ＪＫＡから公益事業振興資金の補助を受けた。

１．入場者及び施設利用者

本年度は、オリンピック・パラリンピック競技大会の受入れ準備に伴い、会場整備エリ

ア外に位置するパターゴルフコースの営業並びに一部大会・合宿の受入れを行った。

    一般有料入場者： ２,１７７人 … パターゴルフコース利用者＋大会合宿参加者

    総 入 場 者： ５,５８０人

    パターゴルフコース利用者： ２,１１８人

    営 業 日 数 ：     ２６１日（うち雨天日数５４日）

なお、詳細は、（別表１－１）月別入場者、（別表１－２）入場者内訳及び（別表１－３）

施設利用者内訳のとおりである。
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２．サイクルスポーツ施設の運営等に関する事業

（１）サイクルスポーツ施設等の運営

オリンピック・パラリンピック競技大会の受入れ準備に伴い、サイクルスポーツ施設、

屋内スポーツ施設及び野外活動施設の一般営業は引き続き休止し、会場整備エリア外に

位置する合宿所サイテルについては、通常営業を行った。

［サイクルスポーツ施設］  

５キロサーキット  通年営業休止（大会競技会場）

   ＭＴＢコース    通年営業休止（大会競技会場）

   伊豆ベロドローム  通年営業休止（大会競技会場）

［屋内スポーツ施設］

   室内フットサル場  通年営業休止（手荷物検査場）

［野外活動施設］   

ＤＡＹキャンプ場  通年営業休止（大会競技会場への連絡動線）

［宿泊施設］

   合宿所サイテル   通常営業 … 年間宿泊者 ２,２０８人

（営業自粛及び補修整備による休業あり）

（２）サイクルスポーツ施設等の補修整備

    各施設・設備の健全維持を図るため、次のとおり補修整備を実施した。

  ア．５キロサーキット

経年劣化により運営に支障を来たしている既存遠方監視装置について、補修整備を

実施した。

［対象設備］遠方監視装置

［内  容］メディアコンバーター：６０台、カメラ：２３台、パソコン：４台、

     表示用大型モニター：３台、録画サーバー：３台、ＵＳＢ：３台ほか

  イ．伊豆ベロドローム

緊急時において非常照明設備を稼働するための無停電電源装置及び非常用発電装

置については、既に設備の更新時期が経過していることから、安全確保のため補修整

備を実施した。

［対象設備］無停電電源装置及び非常用発電装置

［内  容］無停電電源装置

バッテリー：２４０個、冷却ファン：７個、電磁接触器：１３個、

      電解コンデンサ：８個、速断ヒューズ：２３個

      非常用発電装置

蓄電池：４個、制御盤整備：一式

  ウ．合宿所サイテル

［対象設備］建物及びボイラー設備

［内  容］建物外壁の補修・塗装、建物屋上の防水補修、玄関アプローチの路面

補修、ボイラー設備更新、その他錆止め塗装
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（３）その他の事業

ナショナルチーム等へ自転車競技施設及びトレーニング施設を貸与したほか、全国各

地で開催される自転車競技大会の主催者からの要請に応じ、計測業務の受託や計測機材

の貸出しを行った。

３．自転車競技及びサイクルスポーツ等を普及促進する事業

（１）アジアサイクリングセンターの運営

  ア．国内トレーニングキャンプ及び海外トレーニングキャンプ（移動サブセンター）

本年度は、国内トレーニングキャンプと海外トレーニングキャンプをそれぞれ１回

開催する計画であったが、海外のみならず、国内においても新型コロナウイルス感染

終息の見込みが立たず、両キャンプともに開催を中止した。

  イ．ＷＣＣ（ワールド・サイクリング・センター）との打合せ

スイス・エーグルのＷＣＣ本部に出向き、今後の助成金やタイアップ事業について

協議する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、渡航を中止した。

しかしながら、ＷＣＣ本部と調整を行い、ＣＣＣ修善寺（コンチネンタル・サイク

リング・センター修善寺）の運営に関し、オンラインミーティングを実施した。

・日 時：令和３年２月２２日  １６：３０～１９：００

・出席者：（ＷＣＣ）２名、（ＣＣＣ修善寺）４名

・議 題：各提出データフォーマットの統一

   今後複数年にわたる事業計画について

    各情報の共有化について

・その他：今後も定期的にミーティングを実施する予定

  ウ．自転車競技選手等の強化・育成への協力

公益財団法人ＪＫＡが主催する「ガールズサテライトキャンプ２０２０ｉｎ静岡」

のほか、地元静岡県自転車競技連盟の「公認コーチ（自転車競技）養成講習会」やト

ライアスリートに対してトラックトレーニングセッションの指導を行った。

     協力内容は、次のとおりである。

     ［ガールズサテライトキャンプ２０２０ ｉｎ静岡］

       主  催：公益財団法人ＪＫＡ

       開催期間：令和２年９月１９～２１日

       開催場所：静岡競輪場

       参 加 者：２０名（トラック競技経験未経験者及び初心者等）

       指導スタッフ：２名

     ［公認コーチ（自転車競技）養成講習会］

       主  管：静岡県自転車競技連盟

開催期間：令和２年１２月１９～２０日

開 催 地：日本サイクルスポーツセンター、百笑いの湯（金山亭）

参 加 者：４名

       指導スタッフ：１名
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     ［トライアスリート・トラックトレーニング］

       団 体 名：博慈会トライアスロンチーム

開催期間：令和３年３月２７～３０日

開催場所：日本サイクルスポーツセンター ３３３メートルピスト

参 加 者：７名

指導スタッフ：３名

（２）自転車競技大会及び合宿の開催と受入れ

ア．自転車競技大会

本年度は、オリンピック・パラリンピック競技大会の受入れ準備に伴い、会場の提

供が困難であったこと、また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による活動自粛

もあり、例年と比べ件数は大幅に減少した。

［本センターの主催大会］

  該当なし（前年度：０件）

［他団体の主催大会］

       大会名：令和２年度静岡県高等学校自転車競技新人大会（トラック競技）

       会 場：３３３メートルピスト

       参加者：４２名

※（前年度）開催件数１２件、参加者：１，８９１名

イ．自転車競技合宿

自転車競技合宿についても、大会と同様の理由で、大学や高等学校の自転車競技部

及びトライアスロンクラブ、延べ５件７０名（前年度４２件６４９名）、例年と比較

すると少人数の受入れに止まった。

なお、オリンピック及びパラリンピックのナショナルチームのトレーニングに関し

ては、組織委員会と調整のうえ、最大限の受入れ体制を整えた。

（３）伊豆サイクルスポーツクラブの運営

本センターの施設・設備とスタッフを活用して、伊豆サイクルスポーツクラブ（トラ

ック競技）の運営を行った。

同クラブは、性別、年齢、目的及び自転車競技経験の有無を問わず、トップ競技者       
を目指す者のほか、キッズクラスからマスターズ世代に至るまで幅広い層を対象にする

もので、当クラブからは、現在のナショナルチームメンバーに加え、ワールドカップで

のメダリストも輩出している。

練習会場については、会場整備工事による影響も危惧されたが、３３３メートルピス

トなども活用し、計画どおりの実施が可能となった。

    ・実施期間：令和２年７月～令和３年３月

    ・実施回数：（計画）２７回

（実施）１６回（雨天等による中止１１回）

（４）自転車スクールの開催

自転車愛好者の底辺拡大を図るため、本センター主催による自転車に乗れない女性を

対象にした１泊２日の乗り方教室、小学生を対象にした日帰りの乗り方教室をそれぞれ
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３回予定したが、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、国内での蔓延防止や安全確

保の観点から開催を中止とした。

なお、立川市主催による小学生を対象にした日帰りの乗り方教室が開催され、同市か

らの要請により指導員の派遣及び自転車の貸出を行った。

    ・実施日：令和２年１１月７日

・開催地：立川競輪場

・参加者：小学生１１名

（５）自転車競技の地域普及啓発活動

静岡県立伊豆総合高等学校の体育科目選択授業の場として４００メートルピストを

提供し、トラック競技の技術指導に関する協力を行ったほか、三島市が主催する「みし

まジュニアスポーツアカデミー事業」に関しては、第５期生（令和２年８月実施）及び

第６期生（令和３年３月～４月）に対する自転車競技の指導業務を受託した。

また、公益財団法人ＪＫＡより助成を受け、「科学的手法に基づく自転車競技者のタ

レント発掘及び底辺拡大事業」を実施し、伊豆総合高校サッカー部、伊豆中央高校バス

ケットボール部及び陸上競技部、沼津工業高校ボート部、吉原工業高校レスリング部、

伊東商業高校バレーボール部等近隣の高校の様々なスポーツを実施している生徒など

を対象に専用機材及びソフトを用いて身体能力の測定・分析を実施した。

このほか、伊豆市が主催する「ランニングバイク出前教室」に本センター職員を派遣

し、指導協力を行うとともに、園児に自転車競技と触れ合う機会を設け、伊豆地域にお

ける自転車競技の普及啓発に努めた。

    なお、詳細は、（別表２）自転車競技体験プログラム一覧のとおりである。

（６）ナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）競技別強化拠点の機能強化

オリンピック・パラリンピック競技におけるＮＴＣ自転車競技強化拠点施設として、

スポーツ庁との委託契約に基づき、ナショナルチームの強化やジュニア競技者の計画

的な育成を行うための施設の専有利用及びトレーニング施設の競技環境の向上並びに

情報ネットワークの構築等、競技力向上のための各種サポートや機能強化事業を行っ

た。なお、本事業の実施にあたっては、スポーツ庁からの指導に基づき、医科学の協

力及び地域振興の観点から、ＪＫＡ（日本競輪選手養成所）や地元行政の静岡県、伊

豆市ともコンソーシアムを形成して対応した。

４．サイクルスポーツに必要な自転車等に関する研究

（１）各種自転車に関する調査研究

サイクリングコース等の一般営業期間については、レンタサイクルとして配備した各

種市販自転車の利用後の評価に関してアンケート調査を実施してきたが、本年度につい

ては、対象となるサイクリングコースや、おもしろ自転車の営業を実施しないため、本

調査研究事業も休止とした。
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５．サイクルスポーツ施設に付帯する施設等の運営に関する事業

（１）自転車関連施設・遊戯施設の運営

    場内施設に関しては、オリンピック・パラリンピック競技大会の受入れ準備に伴い、

全ての施設の営業を休止し、会場整備エリア外に位置するパターゴルフコースについて

は通常営業を行った。

    一方、営業の再開を見据え、施設毎の営業収支の確認、必要な補修整備項目の洗い出

し、新規施設の導入に関する検討、レンタサイクルのリニューアルにも取り組んだ。

    なお、令和元年１０月の台風によって甚大な被害を受けたアスレチック迷路について

は、職員自らの手で解体撤去した。

（２）各種施設の補修整備

    施設健全維持を図るため、次のとおり補修整備を実施した。

  ア．２キロサーキット

路面の劣化やクラックの対策が施されていない未整備区間の走路補修を行った。

［工事個所］３８５ｍ地点付近～９３５ｍ地点付近の約５５０ｍ区間

［工事面積］１，８７２㎡

［工事仕様］切削・薄層舗装、端部擦付け、ライン工

イ．パターゴルフコース

老朽化が著しく、使用に耐えない受付事務所棟及びトイレ棟の取替工事を行った。

［工事個所］パターゴルフコース貸出場付近

［工事仕様］受付事務所棟（ユニットハウス２.９６坪）１棟

トイレ棟（洋式大便２基、小便１基、洗面１基）１式

（３）収益的な施設の貸与

    オリンピック・パラリンピック競技大会の受入れ準備に伴い、５キロサーキットを活

用した商業撮影やモーターイベント等、施設の貸与事業についても、受入れを見送った。

（４）飲食等付随するサービス事業

一般営業施設と同様に各飲食店舗も営業を休止したが、同期間においても、会場整備

工事に携わる作業員の昼食弁当を受注するなどして、人材や設備の活用を図った。

この他、オリンピック・パラリンピック競技大会開催期間中における飲食サービスの

受注に関し、組織委員会と諸条件についての協議・調整を行った。

（５）広報及び誘致活動

    本年度は、場内施設の営業を中止していることから、テレビ・新聞・インターネット

等への広告出稿は見送り、近隣施設等への広告看板掲出に止めた。また、１０月からの

約２ヵ月間、ＧｏＴｏトラベルキャンペーンに参画し、パターゴルフコースへの誘客促

進に努めた。

また、パブリシティに関しては、オリンピック・パラリンピック及び自転車競技の地

域普及啓発活動関連の話題が、テレビ、新聞等に取り上げられた。

なお、詳細は、（別表３）広報宣伝活動内容一覧のとおりである。
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６．２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会伊豆会場開催に向けた関係機関と

の連携

   オリンピック・パラリンピック競技大会の開催延期決定を受け、また、新型コロナウィ

ルス感染拡大の影響もあって、組織委員会が担当する会場整備も一時中断される時期もあ

ったが、本センター独自でも、場内の小補修、草刈り、清掃等の環境整備を行ったほか、

動産移転などの大会諸準備に協力した。

また、オリンピックムーブメントを再び高揚させるため、静岡県が主催する「サイクリ

ングＷＥＢ」スタンプラリー（７月２３日～９月５日）及び「東京２０２０オリンピック

自転車競技内定選手激励会」（８月８日）、公益財団法人ＪＫＡが主催する「ナショナルチ

ーム公開トレーニング」（１２月１４日、１２月１５日、３月１１日）等機運醸成イベン

トの開催に協力した。

７．上記大会の受入れに伴う関係機関との協議及び交渉

   オリンピック・パラリンピック競技大会の開催延期決定を受け、組織委員会と「会場使

用協定変更覚書」、「費用（損失補償）に関する附属書の一部を変更する覚書」に関する協

議を行ったほか、「消防法令に基づく防火防災管理に関する伊豆会場における電気・ガ

ス・水道料金の負担に係る協定書」等について内容を検討したが、何れも合意には至らず、

書面の締結は次年度に持ち越すこととなった。

   また、静岡県とは「東京２０２０オリンピック自転車競技（マウンテンバイク）競技会

場整備に関する使用権等付与協定書」の見直しを行うとともに、関係者によるレガシー活

用に関する検討会議の場を設け、大会後における本センターの在り方について意見を交わ

した。

８．一般営業再開に向けた体制の確立と検討・諸準備

（１）組織改正

来春の一般営業再開に向けて、新規施設の導入、既存施設の改廃による基幹人員の再

編並びに入場者の動向や本センターの財政状況などを踏まえたコンパクトで機能的か

つ少数精鋭の組織編成を目標に検討を行い、素案を策定した。

（２）料金改正

   入場料金システムについては、料金改正プロジェクトチームを編成し、オリンピッ

ク・パラリンピック終了後の営業再開に向け、様々な調査並びに検討を行い、利用者の

ニーズに沿った基本プランを策定した。

（３）既存施設の維持管理

   既存施設の維持管理については、営業再開を見据え、遊戯機械施設を定期的に運行さ

せるとともに、専門業者による保守点検を継続していたものの、稼働させないことによ

る劣化は、想像を超えるダメージとなって各所に現れ始めており、改めて施設毎の補修

整備計画の見直しに着手することとし、採算性が合わない施設や運営継続に耐えがたい

施設については、廃止を含め将来的な方向性も併せて検討することとした。
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（４）新規施設の導入

   伊豆ＭＴＢコースとともに、営業再開時の目玉となるような新規施設の導入を図るた

め、施設リニューアルプロジェクトチームを編成し、現地調査を経て、導入候補施設を

選定した。

なお、最終決定に関しては、設置諸条件や工期の確認、価格交渉等に時間が必要なこ

とから次年度に持ち越すこととした。

９．その他

（１）災害復旧工事の実施

    令和元年１０月に襲来した台風１９号による崩落被害箇所のうち、４００メートルピ

スト倉庫裏法面及び５キロサーキット２号橋手前法面の復旧工事については、本センタ

ーが担当し、伊豆市道沿いの管理棟通用門横法面の復旧工事については、上部を伊豆市、

下部を本センターが担当した。

  ア．４００メートルピスト倉庫裏法面

（被害状況）上部の市道脇から幅１５ｍ 長さ５０ｍにわたって斜面が崩れ、大量の土砂

が４００ｍピスト倉庫を破壊し、倉庫内に流入した。

（復旧工事）着手：令和２年３月２３日、竣工：令和２年７月１５日

＜被災時＞               ＜竣工＞

  

イ．５キロサーキット２号橋手前法面

（被害状況）５キロサーキットの２号橋手前（スタートから約２．５ｋｍ地点）において、

斜面が幅１０ｍ 長さ１５ｍにわたって崩れ、大量の土砂がフェンスを破壊

し、走路に流入した。

（復旧工事）着手：令和２年３月２３日、竣工：令和２年５月２５日
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＜被災時＞               ＜竣工＞

   

  ウ．管理棟通用門横法面

（被害状況）市道からの出入り口において、斜面が幅３０ｍ、長さ１００ｍにわたって崩

れ、通路の半分が崩落するとともに、大量の土砂がファミリーサーキットと

水上自転車の営業を行う「どじょう池」に流入した。

（復旧工事）着手：令和２年２月１９日、竣工：令和２年６月２６日

＜被災時＞               ＜竣工＞

   

      

（２）新型コロナウィスル感染防止への対応

合宿所サイテル及びパターゴルフコースについては、換気と消毒を徹底し営業を行っ

たほか、伊豆市からの営業自粛要請に従い、合宿所サイテルについては、４月１３日か

ら５月２６日まで、パターゴルフコースについては、４月２２日から５月２１日まで営

業を休止した。
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また、従業員に対しては、会報等により、手洗いやうがいを励行したほか、マスクと

携帯用アルコールの支給、体温チェック、三密の機会排除等の対策を施して、感染の防

止と健康維持に努めた。

（３）地域行政との連携

ア．伊豆市事業への協力

“伊豆をサイクルスポーツ・サイクルレジャーのメッカに！”を合言葉に、伊豆市と

自転車関係団体とが「自転車と伊豆」推進協議会を組織し、メンバーとして伊豆市の

活性化に向けた取り組みに協力している。

また、前述のとおり、伊豆市が主催する、こども園等の園児を対象にした「ストラ

イダー出前教室」を始め、地元市民の機運醸成のための自転車普及イベントへの協力

も行った。

イ．静岡県事業への協力

静岡県が主催する「静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議」や「東京オリンピッ

ク・パラリンピック自転車競技静岡県開催推進委員会」等へ参画したほか、地域経済

の発展を目的に、地元企業と行政とが組織する「静岡県東部地域スポーツ産業振興協

議会（通称：Ｅ－ｓｐｏ）」のメンバーとしても、スポーツと宿泊・観光を組み合わせ

た新しいサービスや商品の開発等に関する検討に加わった。

（４）職員研修及び各種資格取得の奨励・支援

    職員研修の一環として、オリンピック・パラリンピックの受入れに向け、昨年に引き

続き、職員に伊豆市交流協会が主催する「英語講座」を受講させたが、途中で新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

このほか、最新のトレーニング理論習得を目的として、担当職員に「拳上速度を指標

とした負荷トレーニング（ＶＢＴ）」及び「スポーツ医科学セミナー」を受講させるな

ど職員の資質向上に努めた。

    なお、その詳細は、（別表４）職員研修内容一覧のとおりである。

（５）その他

    公益財団法人ＪＫＡが主催する「２５０競走（ケイリン）講習会」の開催に協力した

ほか、理事会・評議員会を始めとする諸会議の開催、ＯＡ機器のシステム管理、車両の

運行管理、地震・消防総合訓練などの業務を必要に応じて行った。

    なお、その詳細は、（別表４）職員研修内容一覧及び（別表５）諸会議開催内容一覧

のとおりである。



総入場者 割　合
一般有料
入 場 者

割　合 営業日数 総入場者 割　合
一般有料
入 場 者

割　合 営業日数 前年比

11,894 19.9% 11,244 22.9% 27日 218 3.9% 67 3.1% 18日 △ 11,177 0.6%

21,815 36.6% 18,863 38.5% 24日 243 4.4% 30 1.4% 9日 △ 18,833 0.2%

3,681 6.2% 2,148 4.4% 26日 287 5.1% 16 0.7% 12日 △ 2,132 0.7%

5,160 8.7% 3,234 6.6% 28日 446 8.0% 94 4.3% 15日 △ 3,140 2.9%

10,041 16.8% 8,022 16.4% 31日 593 10.6% 294 13.5% 31日 △ 7,728 3.7%

4,237 7.1% 3,778 7.7% 26日 597 10.7% 260 11.9% 26日 △ 3,518 6.9%

297 0.5% 237 0.5% 20日 641 11.5% 223 10.3% 26日 △ 14 94.1%

330 0.6% 180 0.4% 26日 597 10.7% 392 18.0% 26日 212 217.8%

526 0.9% 351 0.7% 23日 610 10.9% 252 11.6% 23日 △ 99 71.8%

526 0.9% 294 0.6% 26日 296 5.3% 128 5.9% 27日 △ 166 43.5%

536 0.9% 272 0.6% 21日 440 7.9% 135 6.2% 21日 △ 137 49.6%

600 1.0% 368 0.7% 27日 612 11.0% 286 13.1% 27日 △ 82 77.7%

59,643 100.1% 48,991 100.0% 305日 5,580 100.0% 2,177 100.0% 261日 △ 46,814 4.4%

※平成31／令和元（2019）年度
・ オリンピック・パラリンピック競技大会会場整備工事のため、5月11日から営業エリアを縮小する。（5月7～10日準備のため休止）
・ 台風19号による被害のため、10月15日からパターゴルフコースを除き全施設の営業を休止。

※令和2（2020)年度
・ オリンピック・パラリンピック競技大会準備のため、パターゴルフコースを除き全施設の営業を休止。
・ パターゴルフコースは、新型コロナウィルス感染症拡大に伴う営業自粛要請に従い、4月22日から5月21日まで、また、事務所及び
簡易トイレ新設工事のため、6月15日から7月15日まで営業を休止。

4　月

人　数

5　月

9　月

10　月

11　月

（ 別表 1－1 ）　令和2（2020）年度　月別入場者

[ 単 位 ： 人 ]

区　　分

一般有料入場者 増減平成31／令和元（2019）年度 令和2（2020）年度

3　月

6　月

7　月

8　月

2　　月

合　　計

1　　月

12　月
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人　数 割　合 人　数 割　合 前年比

お と な 959 2.0% － － △ 959 －

こ ど も 253 0.5% － － △ 253 －

お と な 7,668 15.6% － － △ 7,668 －

こ ど も 2,051 4.2% － － △ 2,051 －

10,931 22.3% － － △ 10,931 －

お と な 341 0.7% － － △ 341 －

こ ど も 326 0.7% － － △ 326 －

お と な 7,714 15.7% － － △ 7,714 －

こ ど も 6,504 13.3% － － △ 6,504 －

14,885 30.4% － － △ 14,885 －

お と な 0 0.0% － － 0 －

こ ど も 0 0.0% － － 0 －

お と な 61 0.1% － － △ 61 －

こ ど も 46 0.1% － － △ 46 －

おとな 45 0.1% － － △ 45 －

こども 24 0.0% － － △ 24 －

26 0.1% － － △ 26 －

202 0.4% － － △ 202 －

2,442 5.0% 112 5.1% △ 2,330 4.6%

3,266 6.7% 2,065 94.9% △ 1,201 63.2%

17,265 35.2% － － △ 17,265 －

48,991 100.0% 2,177 100.0% △ 46,814 4.4%

8,443 14.7% 3,403 61.0% △ 5,040 40.3%

57,434 100.0% 5,580 100.0% △ 51,854 9.7%

2,209 3.7% 0 0.0% △ 2,209 0.0%

59,643 100.0% 5,580 100.0% △ 54,063 9.4%

305 261 △ 44 85.6%

79 25.9% 54 20.7% △ 25 68.4%

　　パターゴルフコース利用者

　　その他有料入場者

　　有料入場者合計

　　無　料　入　場　者

　　入　場　者　総　合　計

　　営　業　日　数　（日）

　　一般有料入場者計

　　営業日における雨天日数（日）

身　　障　　者

計

有
　
　
　
　
料
　
　
　
　
入
　
　
　
　
場
　
　
　
　
者

入
　
場
　
券

個　　人

団　　体

計

    大会・合宿等

　　エリア限定営業利用者

と
く
と
く
パ
ス

個　　人

団　　体

計

セ
　

ッ
　
ト
　
券

（ 別 表 1－2 ）　令和2（2020)年度　入場者内訳

［ 単 位 ： 人 ］

こども会

スクール

特　　別

区　　　　　分
平成31／令和元（2019）年度 増　　　減

人　数

令和2（2020)年度
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人　数 利用率 人　数 利用率 前年比

5キロサーキット 2,738 5.6% － － － －

ファミリーサーキット 26,956 55.2% － － － －

MTBコース － － － － － －

STRIDER Park － － － － － －

伊豆ベロドローム － － － － － －

サイクルコースター 15,196 31.1% － － － －

おもしろ自転車 19,720 40.4% － － － －

サイクルゴーランド 15,386 31.5% － － － －

サイクルUFO 15,188 31.1% － － － －

サイクルモノレール 18,499 37.9% － － － －

水上自転車 17,963 36.8% － － － －

流水プール － － － － － －

体育館（卓球ルーム） 940 1.9% － － － －

スカイローラー 21,647 44.3% － － － －

アスレチック迷路
キャッスルアドベンチャー

19,305 39.5% － － － －

室内フットサル場 4,264 8.7% － － － －

ウエイトトレーニング場 31 0.1% － － － －

パターゴルフコース 3,696 7.6% 2,118 102.6% △ 1,578 57.3%

バッテリーカー 2,157 4.4% － － － －

DAYキャンプ場  元気の森 0 0.0% － － － －

ウォーターバルーン 2,253 4.6% － － － －

ふわふわドーム 9,305 19.1% － － － －

ジャングルジム FUJISAN 8,861 18.1% － － － －

204,105 417.9% 2,118 102.6% △ 201,987 1.0%
※利用率は、一般来場者数（平成31／令和元年度：48,838人、令和2年度：2,065人）を基に算出

・オリンピック・パラリンピック競技会場整備工事のため下記施設を営業休止

　（平成31年1月3日から）

　     伊豆ベロドローム

　（平成31年3月4日から）

　     MTBコース、STRIDER Park
　（令和元年5月7日から）

　　　5キロサーキット、サイクルコースター、おもしろ自転車、サイクルゴーランド、流水プール、体育館（球技ルーム）

　　  スカイローラー、ジャングルジムFUJISAN
　（令和元年7月1日から）

　　　DAYキャンプ場

・アスレチック迷路キャッスルアドベンチャーは、台風15号による被害のため、平成元年9月9日から営業休止

・ファミリーサーキット、サイクルUFO、サイクルモノレール、水上自転車、室内フットサル場、ウエイトトレーニング場

バッテリーカー、ウォーターバルーン、ふわふわドームは、台風19号並びにオリンピック・パラリンピック競技会場整

備のため、令和元年10月15日から営業中止

合　　　　　計

（ 別表 1－3 ）　令和2（2020)年度　施設利用者内訳

区　　　　　分
平成31／令和元（2019）年度 増　　　減

人　数

令和2（2020）年度

－13－



　令和2年7月28日（火） 179人

　令和2年8月3日（月） みしまジュニアスポーツアカデミーへの協力　① 78人

静岡県立伊豆総合高等学校体育科目選択授業 105人

　選択希望者：2年生　17人（実習回数 5回）

　選択希望者：3年生　　5人（実習回数 4回）

伊豆市機運醸成事業「ランニングバイク出前教室」 110人

　伊豆市内各こども園及び保育園（5か所）

JKA主催「スポーツサイクリング体験会」 21人

　NUMAZUサイクルステーション静浦東

　令和3年3月10日（水 ） みしまジュニアスポーツアカデミーへの協力　② 79人

5日

　・JKA250でのトラック競技体験プログラム（6回）

　令和2年10月13日（火）

　静岡県立伊東商業高等学校ほか4校（6回）

科学的手法に基づく自転車競技者のタレント発掘及び底辺拡大事業

「ジャンプ＆ワットバイクテスト」

　サッカークラブチーム「SS伊豆」（1回）

　・自転車競技講話（1回）

( 別 表 2 )  自転車競技体験プログラム一覧

　～令和2年8月30日（日）

6日

　第5期生　14人

　　　　　　　　　　　　（令和3年4月に競技体験プログラムを2回実施　35人）

　令和2年10月13日（火）

　～令和3年3月9日（火）

8日

　みしまジュニアスポーツアカデミーセレクション（1回）

　・JKA250でのトラック競技体験プログラム（4回）

4日

　～令和3年3月31日（水） 　第6期生　22人

　・自転車競技講話（1回）

開　催　日 主　　な　　内　　容

　（北400mピストでのトラック競技実習）

　令和2年12月5日（土） 1日

9日

　～令和2年11月25日（水）

　～令和3年3月19日（金）
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伊豆箱根鉄道・駿豆線（修善寺駅構内看板） 1基　　12ヵ月

伊東マリンタウン（観光案内看板） 1基　　12ヵ月

伊豆ぐらんぱる公園旅の駅（観光案内看板） 1基　　12ヵ月

GoToトラベルキャンペーン（令和2年10月21日～12月28日） 一式

テレビ テレビ朝日、NHK静岡、静岡朝日テレビ 3局 　 　　4回

ラジオ FM IS 1局　　　　1回

新　聞 4紙　  　 10回

インターネット 2件　　　　3回

その他 伊豆市広報 1誌　　　  1回

広
　
　
告

More CADENCE、JKA Webサイト

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

オ
リ

ン

ピ

ッ
ク
・

自

転
車

競
技

関

連

（ 別 表 3 ）　広報宣伝活動内容一覧

媒　体　名 内　　　     　　　　　　　　　容

読売新聞、静岡新聞、伊豆日日新聞、岳南朝日新聞

看　板

その他
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資
質
向
上

研

　
修

伊豆市交流協会主催講座「英会話教室」（5月～12月）
※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、1月～３月（11回分）は中止

24回 職員（2名）

安全運転管理者法定講習会（9月） 1回 総務部長（1名）

日本トレーニング指導者協会
「機能解剖学から見たトレーニング動作の基本姿勢」（10月）

1回 競技振興課長（1名）

日本トレーニング指導者協会「VBT完全習得セミナー」（11月） 1回 競技振興課長（1名）

日本健康運動指導士会本部「第11回講習会」（11月） 1回 競技振興課長（1名）

静岡県スポーツ協会主催「スポーツ医・科学合同研修会」（1月） 1回 競技振興係長（1名）

静岡県スポーツ協会主催「スポーツ医・科学合同研修会」（2月） 1回 競技振興課長（1名）

日本トレーニング指導者協会主催
「だれにでもできる実践報告のための最新統計処理」（3月）

1回 競技振興課長（1名）

みしまジュニアスポーツアカデミー
　・自転車競技講話及び自転車競技体験（8・3月）

12回 競技振興課長、競技振興係担当者（計3名）

（公財）JKA日本競輪選手養成所講義

「東京オリンピック会場である伊豆ベロドロームの補助金の活用について」（11月）
1回 競技振興部長（1名）

静岡県自転車競技連盟　令和2年度上級指導者確保・養成事業

「指導者実地研修会（指導者スキルアップ講習会）」（12月）
1回 競技振興課長（1名）

博慈会トライアスロンチーム　トラックトレーニングセッション（3月） 1回 競技振興課長、競技振興係担当者（計3名）

各
種

訓
練

地震・消防総合訓練（1月、3月） 2回 職員・保守管理業者（1月29名、3月33名）

（ 別 表 4 ）　職員研修内容一覧

研　　　　　修　　　　　名 回 数 参　　　加　　　者

講
師
派
遣

一
般
研
修
会
・
講
習
会
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会議名

（議案第1号） 2019（平成31／令和元）年度事業報告について

（議案第2号） 2019（平成31／令和元）年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び

　　　　　　　　　 同附属明細書並びに財産目録について

（議案第3号） 令和2年度事業計画の修正について

（議案第4号） 令和2年度収支予算の補正について

（議案第5号） 令和元年度公益目的支出計画実施報告について

（議案第6号） 第21回評議員会への提案について

（議案第1号） 会長及び常務理事の選定について

（議案第2号） 役員報酬の支給額について

（議案第1号） 令和3（2021）年度事業計画について

（議案第2号） 令和3（2021）年度収支予算について

（議案第3号）報告の省略の方法による評議員会の招集について

（議案第1号） 2019（平成31/令和元）年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び

　　　　　　　　　 同附属明細書並びに財産目録について
（議案第2号） 次期評議員の選任について

（議案第3号） 次期役員の選任について

（報告事項1） 2019（平成31/令和元）年度事業報告について

（報告事項2） 令和2年度事業計画の修正について

（報告事項3） 令和2年度収支予算の補正について

（報告事項4） 令和元年度公益目的支出計画実施報告について

（報告事項1） 令和3（2021）年度事業計画について

（報告事項2） 令和3（2021）年度収支予算について

第1回常勤役員会　（令和2年5月25日）

（議案第1号） 2019(平成31/令和元)年度事業報告について

（議案第2号） 2019(平成31/令和元)年度決算報告について

（議案第3号） 令和2年度事業計画の修正について

（議案第4号） 令和2年度収支予算の補正について

第2回常勤役員会　（令和2年7月20日）

（議案第1号） 令和3年度JKA補助要望について

第3回常勤役員会　（令和2年8月24日）

（議案第1号） 令和3年度JKA補助要望について

第4回常勤役員会　（令和2年9月11日）

（議案第1号） 令和3年度JKA補助要望について

第5回常勤役員会　（令和3年1月18日）

（議案第1号） 令和3年度営業計画について

第6回常勤役員会　（令和3年2月16日）

（議案第1号） 令和3年度事業計画並びに収支予算の骨子について

（議案第2号） 令和3年度勤務計画について

第7回常勤役員会　（令和3年3月12日）

（議案第1号） 令和3年度事業計画について

（議案第2号） 令和3年度収支予算について
役職員懇談会 （　  5回開催：令和2年4月～令和2年12月）
管理職会議 （　  2回開催：令和2年6月・7月）
営業施設の安全対策委員会 （    施設営業休止により未開催）
防火管理委員会 （　  2回開催：令和3年1月、2月）
労務運営委員会 （　  1回開催：令和3年3月）
公益財団法人ＪＫＡ伊豆事業所との定例連絡会 （  10回開催：令和2年6月～令和3年3月）

（ 別 表 5 ）　諸会議開催内容一覧

　開　　　　　　　催　　　　　　　内　　　　　　　容

理
　
　
　
事
　
　
　
会

第28回理事会　（令和2年6月13日、決議の省略の方法による）

第29回理事会　（令和2年7月5日、決議の省略の方法による）

第30回理事会　（令和3年3月20日、決議の省略の方法による）

評
　
議
　
員
　
会

第21回評議員会　（令和2年6月24日、決議の省略及び報告の省略の方法による）

第22回評議員会　（令和3年3月21日、報告の省略の方法による）

常
　
勤

役
　
員
　
会

そ
　
の
　
他
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